
に
火
を
つ
け
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
燃
え
広
が
り

広
大
な
草
原
は
白
煙
に
包
ま
れ
、
岬
馬
は
火

を
避
け
る
よ
う
に
移
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

都
井
岬
で
は
早
け
れ
ば
４
月
ご
ろ
か
ら

「
春
駒
」と
呼
ば
れ
る
子
馬
の
出
産
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
ま
す
。

令
和
５
年
度�

南
那
珂
地
区
花
き
展
示
品
評
会

　
２
月
16
日
か
ら
18
日
に
か
け
て「
道
の
駅

き
た
ご
う
」に
て
、「
令
和
５
年
度
南
那
珂
地

区
花
き
展
示
品
評
会
」
が
開
催
さ
れ
、
串
間

市
か
ら
は
３
名
の
複
数
品
種
を
出
展
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
品
評
会
に
て
、
大
束
揚
原
地
区
の

平
川
俊
一
郎
さ
ん
が
栽
培
し
た「
ト
ル
コ
ギ

キ
ョ
ウ　

ジ
ュ
リ
ア
ス
ホ
ワ
イ
ト
」
が「
優

顔
認
証
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
暗
証
番
号
が
不
要
な
カ
ー
ド
）

の
ご
案
内

● 

顔
認
証
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
は
…

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
や

本
人
確
認
書
類
と
し
て
利
用
し
た
い
が
、
暗

証
番
号
の
設
定
や
管
理
に
不
安
の
あ
る
方
が
、

安
心
し
て
カ
ー
ド
を
取
得
し
、
利
用
で
き
る

よ
う
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
者
用

電
子
証
明
書
を
用
い
る
際
の
本
人
確
認
方
法

を
顔
認
証
ま
た
は
目
視
に
限
定
し
、
暗
証
番

号
の
設
定
を
不
要
と
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
で
す
。

● 

取
得
方
法

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
・
交
付
の

た
め
の
来
庁
時
ま
た
は
出
張
申
請
時
に
併
せ

て
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
取
得
済
み
の
方
に
つ
い
て
は
随
時

手
続
き
が
で
き
ま
す
。

○
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

・
健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用

・ 

券
面
の
顔
写
真
や
記
載
事
項（
氏
名
、
住

所
、
生
年
月
日
、
性
別
な
ど
）
を
用
い
た

本
人
確
認
書
類
と
し
て
の
利
用

※ 

訪
問
診
療
な
ど
は
、
令
和
６
年
1０
月
以
降

に
対
応
予
定
。

×
利
用
で
き
な
い
サ
ー
ビ
ス

・ 

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

・ 

各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

・ 

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
、
オ
ン
ラ
イ
ン
服
薬
指
導

・ 

そ
の
他
の
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
な
ど
の
暗

証
番
号
の
入
力
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

　
そ
の
他
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市

役
所
市
民
協
働
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

  

市
民
協
働
課
☎
7２

－

１
１
１
７（
内
線

２
２
２
）

４
月
１
日
か
ら
☎
７２－

５
６
７
８

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
対
策
室
）

の
電
話
受
付
は
終
了
し
ま
す

　
4
月
1
日
以
降
の
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
、
風
し
ん
抗
体

検
査
・
予
防
接
種
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
医

療
介
護
課
健
康
増
進
係（
☎
7２

－

０
３
３
３
）

ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

春
を
呼
ぶ
都
井
岬
野
焼
き

　

国
の
天
然
記
念
物
の
野
生
馬「
岬
馬
」
が

生
息
す
る
都
井
岬
で
１
月
２8
日
、
毎
年
恒
例

の
野
焼
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
芝
の
新
芽
を
促
す
と
と
も
に
、
ダ
ニ
な
ど

の
害
虫
を
駆
除
す
る
伝
統
行
事
。
野
生
馬
の

保
護
に
取
り
組
む
都
井
御
崎
牧
組
合
の
組
合

員
や
宮
崎
大
学
農
学
部
獣
医
学
部
の
学
生
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
約
4０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
小
松
ヶ
丘
や
扇
山
を
登
り
、
軽

油
を
浸
し
た
布
を
詰
め
た
竹
の
棒
で
枯
れ
草

問

津
波
避
難
所
の
整
備
に
対
し
て�

感
謝
状
贈
呈

　
市
木
・
木
ヤ
藤
地
区
に
在
住
す
る
建
設
会

社
相
談
役
の
谷
口
信
幸
さ
ん
は
、
自
宅
の
裏

山
に
津
波
の
避
難
所
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
同
地
区
は
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
り
、

最
大
５
メ
ー
ト
ル
の
浸
水
が
想
定
さ
れ
て
い

て
、
谷
口
さ
ん
は
地
元
住
民
ら
か
ら
の
相
談

を
受
け
自
宅
の
裏
山
を
購
入
。
昨
年
１
月
か

ら
木
々
の
伐
採
や
整
地
な
ど
を
し
て
同
年
７

月
に
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
避
難
所
は
、
海
抜
２３
メ
ー
ト
ル
の
所
に
あ

り
、
地
域
住
民
全
員
が
集
ま
る
こ
と
の
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
避

難
経
路
に
は
手
す
り
を
付
け
て
お
り
、
高
齢

者
の
方
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
谷
口
さ
ん
の
地
域
防
災
対
策
の
貢
献
に
対

し
て
３
月
1２
日
、
本
市
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
贈
呈
式
に
は
、
病
気
療
養
中
の

谷
口
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、
長
女
の
長
松
幸
子

さ
ん
、
夫
の
長
松
紘
士
さ
ん
が
出
席
し
、
幸

子
さ
ん
が
市
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取
り
ま

し
た
。

　
市
長
は「
地
域
住
民
の
方
の
安
心
安
全
に

つ
な
が
り
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
」
と

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
幸
子
さ
ん
は「
普
段

は
地
域
の
人
た
ち
の
い
こ
い
の
場
と
し
て
、

い
ざ
と
な
っ
た
ら
避
難
場
所
と
し
て
活
用
し

て
も
ら
え
た
ら
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

有
明
小
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
で�

文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

 

「
第
16
回
キ
ャ
リ
ア
教
育
優
良
教
育
委
員

会
、
学
校
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
等
文
部
科
学
大

臣
表
彰
」
に
、
有
明
小
学
校
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
県
内
で
は
同
学
校
含
め
て
３
団
体
が
受

賞
。

　
同
学
校
は
、
地
元
企
業
へ
の
職
場
見
学
の

実
施
や
地
域
住
民
と
協
働
し
た
稲
作
・
海
浜

清
掃
活
動
な
ど
の
協
働
活
動
、
学
校
周
辺
の

ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
地
域
貢
献
活
動
を
授
業
の

一
環
で
実
施
し
て
お
り
、
地
域
に
根
差
し
た

教
育
の
推
進
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
学
校
で
２
月
７
日
、
伝
達
式
が
行
わ
れ
、

教
育
長
が
荻お

ぎ
原わ

ら
健た

け
弘ひ

ろ
校
長
に
表
彰
状
を
手
渡

し
ま
し
た
。

等　
串
間
市
長
賞
」を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
川
さ
ん
の
ご
厚
意
で
本
庁
舎
１

階
ロ
ビ
ー
に
、
受
賞
し
た「
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ

ウ　
ジ
ュ
リ
ア
ス
ホ
ワ
イ
ト
」
の
ほ
か
３
点

を
展
示
い
た
だ
き
、
訪
れ
た
市
民
の
方
々
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。
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問い合わせ先　市民協働課市民係　☎７２-１１１７（内線２２５・２２６）／ 都城年金事務所　☎０９８６-２３-２５７１

令
和
６
年
度

国
民
年
金
保
険
料
額
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
４
月
か
ら
令
和
７
年
３
月
ま
で

の
国
民
年
金
保
険
料
は
月
額
１
万
６
，
９
８

０
円
と
な
り
ま
す
。

　

毎
月
の
保
険
料
の
納
付
は
原
則
と
し
て
翌

月
末
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
納
付
期
限
ま

で
に
納
付
が
な
い
と
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
を
受
給
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

収
入
が
少
な
く
保
険
料
の
支
払
い
が
困
難

な
場
合
、
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
が
免

除
に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
は
４
月
か
ら

受
け
付
け
し
て
お
り
、「
在
学
証
明
書
」
ま

た
は
「
学
生
証
の
写
し
」
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
次
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定

の
方
に
は
、
４
月
に
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書

を
送
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
し
て
ご
返
信
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
一
般
免
除
申
請
は
７
月
か
ら
の
受

け
付
け
と
な
り
ま
す
。
所
得
に
応
じ
て
免
除

区
分
が
決
定
さ
れ
る
た
め
、
本
人
、
配
偶
者
、

世
帯
主
の
申
告
が
必
要
で
す
。
所
得
の
確
認

が
で
き
な
い
場
合
、
却
下
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
（
な
お
、
申
請
時
点
の
２
年
１
カ
月

前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
が
で
き
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
）。
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